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1． 背景














YAMOI は、2009 年より月 1 回程度、生物多様性の実
態把握のための生態調査を行い、それによって得られ
たデータをもとに宮城県内のある小学校で教育活動を
行っている（遠藤ほか 2010, 音喜多ほか 2011, 寺下ほ







・ 2013 年 6 月
　1 回の授業 (45 分 ) と、その 2 週間後に教室で地域
の川に生息している生き物についての授業２時間分













なった。そこで、事前指導の 2 週間後に 2 校時分 (90




















・ 2013 年 9 月
　１日のうち午前中は川で生物採集を行い、午後に最
終結果をもとに教室で授業 (45 分 ) を行った。
　野外活動では釣りや網を使って魚などの生き物を捕
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